
1 農業機械の安全な使い方 P.124
テキストページ

7)収穫機

 補助作業者の位置確認と、連携合図を確認

 点検・整備・清掃時は必ず機械を停止

 コンバインでの手こぎ作業時は手袋を外す

死角に人がいる場合が… 86
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1 農業機械の安全な使い方 P.125
テキストページ

地面に凹凸がないところで用いる 87

農作業安全に関する指導者向け研修 第4章 農作業事故を防ぐためには

8)農用高所作業機

 凹凸がない平坦な場所だけで作業

 移動時はデッキ/ブームを下げる

 デッキ式では命綱を使用



1 農業機械の安全な使い方 P.126
テキストページ

9)単軌条運搬機(モノレール)

 非乗用型は人の乗車は不可

 乗用型でも運搬台車への乗車は不可

 ブレーキ・レール・支柱の定期点検を実施

非乗用型は乗るように出来ていない 88
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1 農業機械の安全な使い方 P.127
テキストページ

10)茶摘採機

 乗用型は、前後方向に転倒しやすいので、勾配を整備

 可搬型は、二人の意思疎通を図って作業

 携帯型は、どちらかの手を離すと刈刃が停止する安全装備
があることを正しく理解して使う

茶園は段差も多い
合図を決めておく
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２ 農業機械の安全装備 P.128～P.129
テキストページ

1)乗用トラクター（安全キャブ・フレーム）
○ 安全キャブ・フレーム（ROPS）は転倒・転落から運

転者を保護するために装備
○ ROPSが装備されていないものを使用している場合は、

トラクターの買い換えやROPSの後付け（可能な場
合）するなど、ROPSが装着されたものに乗ることを
検討

○ ROPSはシートベルトとセットで運転者を保護するこ
とから、シートベルトは正しく着用

安全キャブ・フレーム 90
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P.128～P.129
テキストページ

1)乗用トラクター（片ブレーキ防止装置）

 左右のブレーキペダルを連結せず、走行中誤って片方の
み急ブレーキを踏むと思わぬ急旋回が生じ、転落転倒の
重大死傷事故につながる可能性

 それを未然に防止するため、片ブレーキ防止装置を装備

 外車や旧車は、従来の手動で連結ロック金具を操作する
タイプ

２ 農業機械の安全装備
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P.130～P.131
テキストページ

2)歩行用トラクター（挟圧防止装置）

 後進する機体と壁や柱などの間に作業者が挟まれた場合、
自動的にエンジンを停止させる、もしくは走行部への動力
を遮断する装置

２ 農業機械の安全装備
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P.130～P.131
テキストページ

2)歩行用トラクター（デッドマン式クラッチ）

 クラッチレバーを握っている間は動力が伝達され、手を離
すとクラッチレバーが自動的に戻って動力が切れる構造の
クラッチ

２ 農業機械の安全装備
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P.131～P.132
テキストページ

3)①自脱型コンバイン（手こぎ作業時緊急停止装置）

 手こぎ作業時のフィードチェーンへの巻き込まれに備え、
エンジンの緊急停止装置を装備

 重傷事故をさらに低減するため、農研機構では「自脱型コ
ンバインの手こぎ部の緊急即時停止装置」を大手4社と共
同開発、実用化

手こぎ作業時緊急停止装置

２ 農業機械の安全装備
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P.132
テキストページ

3)② 刈払機（動力遮断装置）

 ハンドルから片手を離すことで、エンジンから刈刃への動
力を遮断することができる構造のスロットルレバー

 作業中に転んだり、キックバックが起きた場合に、刈刃の
回転を即座に止める刈刃ブレーキを装備した刈払機もあり

動力遮断装置

２ 農業機械の安全装備
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２ 農業機械の安全装備 P.133～P.135
テキストページ

①メカトロ技術でソフトの入替えやセ
ンシング情報によって高度で多彩な
自動制御が可能に。
②おかげで自動運転、ロボットトラク
ター、ドローン、高度なアシスト
スーツなど実用化。

４）ロボット農機・自動化装置付き農機の安全
(1)ロボット農機や自動化装置の種類

在来型機械 メカトロ機械

作業の対象
Works

機構
Mechanism

状態の検出
Sensing

判断・意志決定
Decision making

④ロボット等による事故情報は未だ集約・分析の途上。
今後普及が進めば事故が顕在化するかも。
その前に想定しうる安全対策を実施すべき。⇒使用者は取

扱説明書熟読+メーカーによる講習受講+自動化動作を確認の
ため安全な場所で運転練習。

③高度で多彩な自動制御。
⇒機械の動きを「予期できず」、「パニック」のリスク。
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２ 農業機械の安全装備

① 走行部の自動化が中心、自動化を分類（テキスト参照）

注意：自動車における運転自動化レベル0～5とは異なる

P.134～P.136

③レベル2～3の安全

第一に運転者や作業補助者、他者の侵入等の人との接触

第二に機械のほ場外への飛出し、交通事故を誘発、のリスク

機械的安全確保策
人を検出：TVカメラ、超音波センサー、赤外線センサー、

レーダー、Lider、など、ただし未だ完璧ではない。

ほ場外への飛出し：GNSS等の航法装置で検出。ただし航法
装置が故障していないことが条件、多重安全の観点から接触セ
ンサー等を併用

４）ロボット農機・自動化装置付き農機の安全 (1)(2)

②レベル0～1の安全。ここまでの一般的な基準等で対応

97

農作業安全に関する指導者向け研修 第4章 農作業事故を防ぐためには



テキストページ

③飛行体（無線操縦ヘリ、ドローンなど）
特徴・背景：地上の車両は2次元移動。飛行体は3次元+ヘッ
ディング（機体の向き）⇒操縦者は計4つを制御、運転は
地上の移動体に比べてはるかに難。
⇒高度、速度、ヘッディング等単一機能の自動化に始まり、
GPSや慣性計測装置を備え、ほ場一面を自動的に飛行する
自動操縦が一般化 ⇒ドローンの普及。

２ 農業機械の安全装備

４）ロボット農機・自動化装置付き農機の安全
(2)安全装備、安全確保

P.136（P.133）

安全確保のための規制：航空法123条の小型無人航空機は、1-空港等
の周辺上空、2-人口集中地区、3- 地表や水面から150m以上の高さで飛
行させる場合は、地方航空局長等に申請、国土交通大臣の「許可」が必要。
+R3.6.1より「許可」が得られても「緊急用務空域」の飛行は禁止。

さらに農薬散布は、国土交通大臣の承認が必要な「ルールによらないケー
ス」のうち、「危険物輸送」及び「物件投下」に該当。許可申請が不可欠。
農水省「無人マルチローターによる農薬の空中散布に係る安全ガイドライ
ン」、国土交通省「無人航空機飛行マニュアル」も参照のこと。 98
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テキストページ

①目的：「ロボット農機」の安全性確保。安全性確保の基本的な考え方や関
係者の役割等を定めた指針。

２ 農業機械の安全装備

４）ロボット農機・自動化装置付き農機の安全
(3)農業機械の自動走行に関する安全性確保ガイドライン

（テキスト末尾参照）

P.137（P.134）

②適用範囲：ロボット農機に使用者が乗らず、自動走行（使用者が監視）、
屋外ほ場等の開放系で農作業に用いるロボット農機。さらにロボット農機
の設計、製造、輸入、販売、設置、管理、使用及び修理の各段階を対象。

内容：まずリスクアセスメント⇒保護方策を立案⇒リスク低減効果の検証、
を反復し、許容可能な程度にリスクを低減。+多重的で余裕のある保護方
策（多重安全）を講ずる。製造者には利用者の訓練の実施を義務づけ。

③修正：ロボット技術は途上段階 ⇒新たなロボットの開発等に応じて修正。
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P.139
テキストページ

5)農業機械の安全性検査
ISO/IECなどの厳格な国際安全規格との整合性を積極的に

図りながら、より安全な農業機械の普及をグローバルに推進
することを目的に農研機構が実施している制度

これまで行われてきた農機具の検査等に関してはテキストを
参照

２ 農業機械の安全装備
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P.139
テキストページ

5)農業機械の安全性検査
(1)検査の種類

現在、以下の3種類の検査を実施

①安全キャブ・フレーム検査
農用トラクター（乗用型）、農用運搬機（乗用型）及び座席を有す
る圃場内運搬機を対象、運転者を防護する安全空間を確保するための
強度の有無を確認

②安全装備検査
すべての農業機械を対象、安全装備の有無、機能・性能について基
準に照らした適合性を確認

③ロボット・自動化農機検査
ロボット農機や自動化農機に装備された先進的な機械・装置の安全
性等を確認

２ 農業機械の安全装備
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P.141
テキストページ

5)農業機械の安全性検査（安全性検査合格証）
安全性検査に合格すると安全性検査の基準に適合した証と

して下記のような合格証票を機体に貼付することが可能。証
票には適合する検査基準と段階評価の★が明記。

（★：基本ランク ／ ★★：上位ランク）

２ 農業機械の安全装備
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３ 作業環境と安全管理体制の改善 P.144～P.145
テキストページ

１）作業環境改善の考え方と改善事例

 環境的要因は事故発生前から存在している場合が多い

事前対策によりヒューマンエラーがあっても重大化を防止

作業もやりやすく、効率化する効果も

103
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３ 作業環境と安全管理体制の改善 P.144～P.145
テキストページ

１）作業環境改善の考え方と改善事例

５Ｓ（整頓・整理・清掃・清潔・躾）のすすめ

作業のムリ・ムダがなくなる

作業にゆとりが生まれ、作業が効率化

安全性の向上、生産性の向上＝収益の向上

パターンＡ パターンＢ
どちらの方が
わかりやすい
ですか？
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３ 作業環境と安全管理体制の改善 P.146～P.147
テキストページ

２）安全管理体制の考え方

１．まず、事故の実態を知り、正しく怖がる

２．できることを考え、行動する

・機械、環境、人に潜む危険に気付き、全員で共有

・危険を改善する、行動のルールを作る

・ルールを理解し、実践してみる

・ルールの不具合を改善して、再度やってみる

これを営農が続く限り繰り返す（安全にゴールはない）

基本的な考え方を理解すれば、状況の変化にも対応可能

GAPと同じ
考え方
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３ 作業環境と安全管理体制の改善 P.146～P.147
テキストページ

「つい、うっかり、まあいいか」を克服するためには

（例）作業中、機械にゴミが詰まったとき

Ａ．エンジンを止めて取り除く

Ｂ．エンジンを止めずに取り除く

•作業時間はどれだけ違うか？

•その差は一日の作業にどの程度影響するのか？

•事故の危険と引き替えにする価値があるのか？

•手が巻き込まれたら、どうなる？

グループ討議あるいは自問自答で深掘りして、理由を納得する

腑に落として自分のルールにする

＝ルールだから従うのではなく、納得しているから実践する

思い出してゾっとする

農作業安全に関する指導者向け研修 第4章 農作業事故を防ぐためには
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3 作業環境と安全管理体制の改善 P.150～P.162
テキストページ

3)農作業に相応しい服装・必要な保護具

 作業の内容に応じて、適切な保護具を使う。

 肌のむき出しは避ける。

 保護具は慣れてしまえばなんともない。

服装・保護具は作業の基本 107



農作業安全に関する指導者向け研修 第4章 農作業事故を防ぐためには

3 作業環境と安全管理体制の改善 P.150～P.162
テキストページ

4)一人作業での安全確保

 必ず携帯電話を持つこと。ただし、圏外になることも。

 首からストラップで下げると、時には危険も。

 ホイッスルも有効。

 作業場所と内容を基地の掲示板に書いておく。

携帯に手が届かない場合
でもホイッスルがあれば…
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3 作業環境と安全管理体制の改善 P.150～P.162
テキストページ

5)組み作業での安全確保

 補助作業者は機械の死角に入らないこと。

 夫婦でも「黙っていても分かるはず」はありません。

 草刈り作業では、5m以内には立ち入り禁止、第三者は
15m以上離れること。

始動時には声かけの習慣を 刈払機は特に接近を気付かせる
109
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3 作業環境と安全管理体制の改善 P.150～P.162
テキストページ

強制加入の場合はもちろん
任意の人も労災保険に入ろう

詳しくは第2章を参照のこと

7)労災保険に加入しよう

 労使関係が成立すれば加入は必須です。

 自営であっても特別加入できる
制度があります。

 労働災害には健康保険が使えない
ことがあります。
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農作業安全に関する指導者向け研修

３ 作業環境と安全管理体制の改善 P.154～P.155
テキストページ

８）ＢＣＰの検討

第４章 農作業事故を防ぐためには

・どの程度の遅延を許容するか

・どの作業を優先するか

・どうやって被害を軽減するか

・誰が、どういった順序でどのような対応をするか

これがＢＣＰ（Business Continuity Plan＝事業継続計画）

策定のメリット：経営のあり方を見直せる

・万が一を不安に思ってマイナス思考でいるよりも、
備えてプラス思考に

・事故が起こらないことを前提とした綱渡り経営から、
事故があっても乗り切れる盤石経営へ

 緊急事態（自然災害も含む）発生時の運営方針を決めておく

許容される範囲内に、重要な作業を復旧させるために・・・
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４ 農作業安全への取り組み P.156～P.157
テキストページ

1)農業者を対象とした講習の形態別特徴

【従来型研修】･･･いわゆる「教室形式」
メリット：大勢に対応可能
デメリット：話が一方通行、理解度の確認が難しい
多くの人に「事故の怖さ」「危険の身近さ」を知って
もらう機会として活用
☆事故事例等を中心にビジュアルに工夫、印象に残す

【対話型研修】･･･参加者同士の「意見交換・アイデア共有」
メリット：受講者も発言、具体的な気づきにつながる
デメリット：１回あたりのテーマと人数が限定される
自分たちで考えた「具体的な対策」の実行につなげて
もらう機会として活用
☆講師というより進行役（ファシリテータ）
☆参加者自身に考えてもらうことが第一
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４ 農作業安全への取り組み P.158～P.159
テキストページ

2)対話型農作業安全研修ツールを用いた研修

機種共通

乗用トラクタ

コンバイン

機種共通

乗用トラクタ

コンバイン

必要・重要な項目に絞る

①事前に参加者の
ヒヤリハット経験を把握

活用マニュアル／ヒヤリハット経験の事前調査票／
事前調査票の各項目に対応した改善策一覧表で構成
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